
棚

一
般
曾

計
歳
入
 

職 

総
額
一
億
六
千
六
百
万
回
 

！
」
 

」
 

基
本
 

4語
 【
ー
 

【
 
的
な
方
 

，
叫
”

I
，

計
と
し
 

，

叫
 
、
、
一
「
》
国
て
は
、
 

,

J一
．
 
、

、
財
政
の
 

！
 
を
図
る

こ
と
。
道
路
関
係
、
教
育
の
間

題
、
農
菜
の
振
興
に
重
点
を
お

く
こ
と
。
将
来
の
発
展
に
備
え

て
、
こ
れ
が
準
備
考
慮
を
払
つ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

御
承
知
の
如
く
、
昨
年
十
一
一

月
ニ
十
七
日
地
方
財
政
再
建
促

進
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
地
方

自
治
体
に
対
す
る
国
の
方
針
が

明
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
線
に
沿
い
ま
し
て
、
御

手
許
に
お
配
り
し
て
あ
る
よ
う

に
、
昨
年
度
よ
り
は
四
千
ニ
百

万
円
も
下
廻
つ
て
、

一
応
一
億

大
千
六
百
万
円
で
網
成
い
た
し

ま
し
た
。
 

勿
論
こ
れ
に
は
多
少
の
無
理
 

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
・
で

一
頑
 

粁
、
約
一
一十
五
里
で
、
な
ん
と
 

し
て
も
、
こ
れ
を
整
備
す
る
こ
 

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
て
予
 

算
で
も
昨
年
よ
り
は
上
廻
つ
て
 

お
り
ま
す

o
 

'
 

ま
た
教
育
関
係
は
、
四
月
に
 

誌
行
を
予
定
さ
れ
て
居
り
ま
す
 

新
市
町
村
建
設
促
進
法
と
相
侠

つ
て
積
極
的
に
こ
れ
を
推
進
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
の
で
、
当

初
予
算
で
は
、
」
千
四
百
五
十

万
円
を
見
込
ん
だ
次
第
で
あ
り

ま
す
。
 

ま
た
農
業
と
商
工
策
の
振
興

の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
、
市
内
の
無
撒
に
あ
る
用

水
堰
の
統
合
を
考
え
て
具
体
化

さ
せ
た
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す

こ
う
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
農

業
経
営
の
合
理
化
と
市
発
厳
の

た
め
に
大
き
な
負
献
が
あ
る
だ

ろ
う
と
思
う
次
第
て
あ
り
ま
す

尚
、
序
で
、
あ
り
ま
す
か
ら

五
所
川
原
駅
の
水
1
山
に
上
屋

を
つ
く
る
こ
と
も
今
回
具
体
化

い
た
し
ま
し
て
、
秋
田
鉄
道
管

理
局
の
理
解
と
地
元
商
工
全
離

屈
の
熱
意
に
よ
り
ま
し
て
、
融

雪
後
に
は
着
エ
さ
れ
る
も
の
と
 

期
待
さ
れ
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
 

従
い
ま
し
て
、
最
業
、
商
工

業
に
関
し
ま
し
て
は
、
議
員
各
 

画
よ
り
も
上
廻
つ
て
居
り
ま
す
 

尤
も
積
寒
法
の
五
ケ
年
延
長
に

伴
う
国
の
枠
及
び
県
の
枠
も
ま

た
決
つ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
 

「」
れ
が
決
定
次
第
そ
れ
ぞ
れ
関

保
機
関
と
も
充
分
打
合
せ
の
上

で
、
具
体
的
な
措
置
を
講
ず
る
 

最
村
感
謝
券
に
重
点
を
お
き
、
 

そ
の
他
観
光
地
、
商
店
診
断
等

に
い
く
ら
か
づ
つ
予
算
を
盛
つ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

⑥
財
 
産
 

費
 

財
産
費
の
方
で
は
、
県
の
信

用
保
証
協
会

へ
ニ
十
万
円
の
出

損
金
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
 

⑥
統
計

調

査
費
 

統
計
調
査
費
は
、
動
労
者
の

家
計
、
工
業
、
商
業
、
農
業
そ

の
他
の
調
査
費
を
見
込
ん
だ
も

の
で
あ
り
ま
す
。
 

⑥

選
 
挙
 

費
 

選
挙
費
に
つ
い
て
は
、
委
員

報
酬
を
若
干
増
額
し
吏
員
給
は

ニ
名
分
を
計
上
い
た
し
ま
し
た

そ
の
他
啓
巌
宜
博
費
に
十
五
万

円
を
み
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

＠
公
 
債
 
費
 

公
債
費
の
関
係
で
は
、
元
金

償
還
の
百
七
十
余
万
円
と
利
息

の
大
百
万
円
、
そ
れ
に
加
え
ま
 

市
 

み
ま
し
た
の
で
、
こ
、
に
四
千
 

四
百
力
円
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

◆
使

用
料

及
手
散

料
 

使
用
料
及
手
数
料
は
四
百
万
 

円
で
あ
り
ま
す
。
 

◆
幽

庫
支
出

金
 

国
庫
支
山
金
は
三
千
三
百
万
 

し
て
一
時
借
入
金
の
利
子
と
し

て
一
一
百丙
円
を
計
上
し
て
あ
り

ま
す
。
 

＠

話
支
田

金
 

諸
賓
出
金
で
は
、
納
税
奨
励

費
に
血
点
を
お
き
ま
し
た
が
、
 

な
ん
と
し
て
も
納
税
組
合
は
極

力
充
実
さ
せ
ま
し
て
、
こ
れ
を

基
盤
と
し
て
明
る
い
市
を
建
設

す
る
た
め
に
巨
歩
を
ふ
み
出
し

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

⑥

繰
 
出
 

金
 

繰
出
金
は
、
五
百
五
十
五
万

円
で
あ
り
ま
す
が
、
内
訳
と
し

て
は
、
水
道
へ
五
十
万
円
、
公

益
質
屋
百
五
万
円
、
国
保
事
葉

勘
定
へ
四
百
万
円
と
な
つ
て
お

り
ま
す
。
 

＠
像
 

備
 
費
 

子
備
費
と
し
て
、
約
百
万
円

を
見
込
ん
で
合
計

一
億
大
千
大

百
五
万
九
千
百
四
十
七
円
と
な

つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

十
万
円
で
、
合
計

一
億
大
千
大
 

百
五
万
九
千
百
四
十
七
円
と
な

つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

鰍
特
別
曾

計
艦
 

⑧
水
 
道
 

費
 

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
も
ロ
約
 

し
て
あ
り
ま
す
通
り
、
四
月
の

通
水
を
期
し
て
、
昼
夜
兼
行
の

工
事
を
現
に
や
り
つ
、
あ
る
の

で
す
が
、
三
十

一
年
度
は
継
続
 

万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
浄
水
池
、
送
水
ボ

ン
ブ
場
、
配
水
本
管
等
に
要
す

る
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
一
般
水

道
費
そ
の
他
で
合
計
四
千
八
百

万
円
と
相
成
つ
た
次
第
で
、
こ

ん
ど
こ
そ
は
一一十
四
時
間
給
水

が
出
来
ま
し
て
、
万
一
火
災
等

が
あ
り
ま
し
た
場
合
で
も
、
速
 

消
車
の
出
動
と
相
侠
つ
て
、
必
 

舞
麟
 

五
所
川
原
市
新
年
度
予
算
議
会
は
去
る
十
五
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
新
年
度
予
算
に
つ
き

外
崎
市
長
は
左
の
通
り
提
案
理
由
の
説
明
を
行
つ
た
。
 

③

議
 
曾
 

費
 
こ

れ
は
生
括
扶
助
費
が
三
千
万

議
会
費
は
報
酬
及
び
職
員
給
 
円
で
、
そ
れ
に
住
宅
十
五
戸
分

シ
長
列
か
老
う
」
」頂
を
見
員
で
 
で
殆
ん
と
で
あ
り
ま
す
。
 

計
上
し
、
物
件
費
に
つ
い
て
は
 
⑨
保
健

衛
生
費
 

前
年
度
の
実
議
を
勘
案
し
て
三
 
保
母

衛

4」
藍
の
ニ
百
三
＋
万

白
十
余
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
 
円
は
決
し
て
多
い
予
算
で
は
あ

し
た
。
 

り
ま
せ
ん
が
、
結
核
予
防
、
汚

⑨

市
 
役
 
所
 

費
 
物
掃
除

費
、
伝
染
病
対
策
、
そ

市
役
市
費
は
三
千
大
百
万
円
 
の
他
「
か
」
 
と
「は
え
」
を
駆

で
、
人
件
費
は
現
員
の
現
給
を
 
除
す
る
た
め
に
重
点
を
お
い
て

唇
楚
と
し
、
勿
牛
置
こ
つ
（
て
 
見
込
ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

は
前
年
度
よ
り
も
相
当
の
減
額
＠
産

業
経
済

費
 

を
し
t
お
り
ま
す
。
 

産
業
経
済
費
は
最
業
委
員
会

③

梢
 
防
 
費
 
の

方
は
、
現
員
の
現
給
を
見
込
 

慕
編鰭
鯛
」藻

鶏
』
灘
撚
 

⑧
祉

曾
及

勢
働
施

設
費
し

た
。
 

社
会
及
労
働
施
設
費
は
四
千
＠

商
工

振
興

費
 

大
百
三
十
万
円
で
あ
り
ま
す
が
 
商
工
振
興
費
に

つ
い
て
以
．
 

消
防
費
は
一
千
ニ
百
万
円
で
 
み
は
叱

m
「
吻
畔
費
ポ
”
ふ
て
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小
、
中
学
校
の
問
題
に
つ
き

ま
し
て
も
、
教
育
委
員
会
、
議
 

市の人口動態 

(2月末日現在） 
（住民豊録による） 
人口認.538 世帯 6,198 
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一
一
一
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一
 

「
蒲
論
識噴
％
o
＆
確
露
接
務
簿
射

難
耗
琴
踊
」
か
醸
誌混
漕
群
夢

”
誌訟
●
潟
騒
m
十
磯
段
報い
轄
心
 

轄
難
鳶
騒

薪
鷲
巌
器

器
 

繊
難
麟
麟
難
緯
一蕪
難
編
弊
い
難
守
十
万
 

 
か
げ
さ
ま
で
非
常
に
噸
調
な
進
  
ま
し
た
か
ら
よ
ろ
し
く
ご
検
討
 
す
。
 

金
、
使
用
料
、
雑
収
入
等
を
合

せ
て
三
千
八
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
‘
 

④

公
益
質

屋
費
 

み
方
で
、
市
民
か
ら
喜
ば
れ
て
 

一」
「
」
毅
界
課喫
も
 

一
 
三
十
一
年
藍
の
こ
と
に
つ
い
 

霧
難
」簾
」
 

一
 
何卒
よ
ろ
し
く
ご
審
臓
の
ま
 

一
、
、
、
、

ー
 

【
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 
一
 
一
 

歳 	 人 歳 	 出 	~ 

課 	 目 命 	額 課 	 目 金 	額LI 
1 、市 	 視 75.325.400 1、議 	会 	費 314「ニ834i 
2.地 方 交 付 税 44.000.000 2、市 役 	所 費 36.336.6411 
3' 公営企業及ビ財産収入 58.400 ~ 3.消 	防 	費 12.466. 60可 
4.'使用料及ビ手敏料 0 4、士 	木 	費 10.849.900 
5'圃 庫 支 出 命 33.542.205 5jk 	育 	費 24. 500.000I 
6.聯 支 	出 命 2.448.042 6.'肥会及勢働施設費 46.296. 399! 
7、寄 	‘附 	命 o 7、保 健 衛 生 露 2.336.910' 
8、繰 	越 	金 100 8.産 業 経 肩費「 9.999.825 

牧 	入 3.602.000 産 	費 202. 200 
10、市 	, 	債 004. 相、統 計 調 査 費 108. 460 

11.選 	挙 	費 1.500.000 
12.公 	債、 	費 9.792. 00q 
13.諸 	支 	出 	金 7.561.000 
14.像 	備 	費 963. 373 

計 166.059.147 計 166.059.147 

歳 	 人 	I 	歳 	 出 

課 	目 金 	額』課 	目’ 金 	額 

1、菩霧葡 乙758.410Il 、水道費 7.426.114 

2、エ事費収入 2. 60生p O0】2 .' 	費 5.151.882 
3.'繰越命 200.0003 .拡張エ事質 35.542.399 
4.雑牧 入 1.610.6004.'像備費 晃．6巧 

5、市 	債 35. 500. 000 
6.繰 入金 500.000, 
合 	計 48.173.010' 合 	計 48.137.010, 

特別曾計都市計画事業歳入オ出像算 

才 	人 	才 	 出 

課 旦」金  新課 目 金  額 

' 	計 i 25.780.800 合 	1- 	25.780.800 

ず
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
御
安
心
一
但
月

を
願
え
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ー
ー
 

る
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
馴
ル

代
り
多
少
の
水
道
料
は
負
担
を

一
J
4
 

願
は
な
け
か
ば
い
け
な
い
の
で

ー
ト
 

」
」
の点
ど
了
承
を
願
い
ま
す
。
 》
」
「
潟
 

E
粗
市
馴
．
．
謙
猫
 
一
 

こ
れ
は
年
次
計
図
に
よ
つ
て
一
入

本
年
度
は
ニ
千
三
百
五
十
玉
万

一
・
こ《
‘
 

円
の
工
事
費
を
み
た
わ
け
で
あ
一
山
民
 

り
ま
す

c
 

一
Lー

 

即
ち
敷
島
町
か
ら
下
平
井
町
一
手
ロ

線
の
延
長
約
五
百
メ

1
ト
ル
、
 一
b
'
 

元
町
か
ら
録
谷
線
の
約
四
白
メ

ー
，
 

1
ト
ル
、
駅
前
広
場
の
界
備
と

一
段

し
て
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
都
市
一

水
路
約
七
百
メ

1
ト
ル
の
改
良
《
 
ー
 

ユ
●
に
充
当
す
る
も
の
で
、
そ

ー
 

の
他
は
事
務
関
保
、
会
債
等
で
！

合
計
ニ
千
玉
百
七
十
八
万
円
と

な
り
ま
し
た
‘
 

＠
国

有
事
業
費
 

才
出
か
ら
申
し
あ
げ
ま
す
と

役
所
費
力
ニ
百
九
十
五
万
円
、
 

給
刊
費
が

一
千
四
百
八
十
九
万
 

円
、
保
健
施
設
費
百
五
十
三
万
 

円
、
諸
立
比
金
百
四
十
四
万
円
 

予
網
費
百
十
八
万
円
と
み
て
い
 

ま
す
か
、
こ
の
子
価
費
は
療
豊
 
左
与

結
付
費
に
対
す
る
積
立
金
と
L
・
徴

て
一
害
を
み
な
け
水
ば
な
ら
な
 
け
」
 

い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
計
上
し
 
い
＼
い

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

」尾

才
入
と
し
て
は
、
保
険
税

一
 
入

千
四
百
万
円
、
国
庫
支
比
金
四
 
」
受

百
万
円
、
 一
般
全
計
か
ら
四
色
 

h
u
 

万
円
で
合
計
と
し
一一千
二
百
余
 
．
ラ

万
円
と
相
成
つ
た
も
の
で
あ
り
 
珪
寸
 

ま
寸
ノ
く
 

出
日
】
 

施
設
費
で
三
千
五
百
万
円
で
 

Lー
 

欝
響
」r譲
琶
蒜
酢
 

療
費

一
千
百
万
円
が
主
た
る
も
 

別

の
で
、
公
債
費
、
諸
支
山
金
を
 
」
午J
 

合
し
て
三
千
八
百
万
円
と
な
る
 

I一

わ
け
で
、
才
入
で
は
診
療
収
入

か
ニ
千
入
百
万
円
、
 一
督
負
担
》
 

目
 r・旦的列一A 敗」Q01.事務 費」ニ郷二m 
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健
全

財
政
の

新
像
算
 

外
崎
市
長
提
案

理
由

説
明
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

会
の
皆
さ
ん
と
よ
く
．こ
相
談
を

第
三
の
問
題
と
し
て
は
，
支
 
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
理
想
的
な

所
の
統
合
で
あ
り
ま
す
。
 こ
れ
 
学
区
体
制
を
確
立
し
、
以
つ
て

は
あ
く
ま
で
も
合
埋
的
な
線
と
 
次
代
の
五
所
川
原
市
を
背
負
つ

納
得
の
い
く
計
画
の
上
に
た
つ
 
て
立
つ
生
徒
の
育
成
に
つ
と
め

て
案
を
く
み
た
い
考
え
で
あ
り
 
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
 

ま
す
。
 

す
。
 

般

曾
計
歳
出
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昭
 



津
軽

の
春
は

雪
切

つ
か

ら
 

雪
よ
さ
よ
う
な
ら
 

躍
動
す
る
春
だ
 

希
望
に
も
え
て
働
き
ま
し
よ
う
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、
，
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長
松
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松
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五
野
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団
印
動
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昨
年
十
月
、
昭
和
一
一
十
九年
度
か
ら
の
滞
納
繰
越
額
が
多
額

の
た
め
、
市
政
運
営
L
支
障
を
き
た
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
，
 

滞
納
整
理
臨
時
対
策
本
部
規
程
を
散
け
、
剖
画
的
徴
税
に
総
力

を
あ
げ
て
整
理
に
当
つ
て
事
り
ま
し
た
結
果
、
司
成
り
の
成
績

を
あ
げ
得
た
こ
と
牡
、
皆
様
か
ど
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。
 

尚
、
 一
部
管
内
に
は
成
績
不
振
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
殊
に
旧

五
所
川
原
管
内
の
成
績
は
他
管
内
と
比
較
し
て
劣
つ
て
い
る
状
 

呈萎市税納付方にと協力下さい三 

態
で
、
商
工
業
者
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご

一
一
」
 
協

力
を
賜
り
、
各
支
所
管
内
と
同
歩
調
の
 

三
一
 

納
脱
率
ま
で
上
げ
べ
く
徴
税
に
大
童
で
す

納
税
率
ま
て
上
げ
べ
く
徴
税
に
汰
童
で
す

か
ら
何
分
の
ど

協
カ
を
お
騒
い
致
し
ま

す
。
 

ト納税成績到象表‘ ニ月十日現在 

澄 
旧五所川原管内 各支所 管内 計 
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費
用
も
約
」
O
O
万
円
を
新
に

要
し
ま
す
の
疋
一
般

需
用
費

を
前
年
度
に
比
べ
て
約
三
五
万

円
節
肋
し
て
も
、
現
在
の
水
道

料
金
で
は
、
と
う
て
い
返
済
の

見
込
み
が
で
き
な
い
状
態
に
あ

り
、
そ
れ
か
と
い
つ
て
、
 一
般

会
計
に
お
い
て
も
、
財
政
事
情
 

四
月
か
ら
完
全
給
水
実
現
 

火
 
防
衛
生

面

に
完

壁
 

料
金
改
正
に
ご

協
力
を
 

剖
 
進
め

て
い
る
。
 

ー
．

、
！

、
、‘，？
、
，‘？
、、
l
,
“
、
，
ー

・1

“

、

！
 

場
 
当
市
に
お
い

て
は
、
量
的
に
 

水
 も

質
的
に
も
、
 

充
分
安
心
し
て
 

・

、
ト
 
飲

用
で
き
る
、
 

で
「
 
水

道
水
の
供
給

を
計
る
た
め
、
 

”
才ゾ
 
新

に
岩
木
川
表

コ
ー
ノ
 
流
水
を
引
用
す

る
、
新
浄
水
場
 

ー

I
を
、
去
る
一
一十

八
年
度
よ
り
建
設
中
の
処
、
残

工
事
が
多
少
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
四
月
か
ら
給
水
で
き
る
見
透

し
で
お
り
、
皆
さ
ん
待
望
の
完

全
給
水
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

お
り
ま
す
。
 

完
全
給
水
に
つ
い
て
は
、
前

ニ
度
の
大
火
で
経
験
し
た
惨
状

よ
り
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

に
も
、
こ
の
水
道
施
設
の
整
備
 

、
充

が
さ
け
ば
れ
て
お
つ
た
の

で
あ
り
ま
す
o
 

又
、
衛
生
面
に
於
て
も
、
従

来
は
止
む
を
得
ず
時
間
槍
水
を

し
て
参
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が

断
水
時
に
管
内
負
圧
に
よ
り
汚
 

水
が
流
入
す
る
危
険
が
極
め
て

大
き
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
不
安
も
解
除
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
 

皆
さ
ん
．
ご
承
知
の
通
り
諸

物
価
の
昂
謄
は
著
し
く
、
昭
和

八
、
九
年
頃
を
基
準
と
す
る
物

価
指
数
は
、
も
の
に
よ
つ
て
多

少
相
違
が
あ
り
ま
す
が
、
固
く

お
さ
え
て
概
ね
三
五
O
倍
程
度

で
あ
り
、
水
道
料
金
に
つ
い
て

も
、
諸
瞥
材
、
諸
経
費
の
値
上

り
の
関
保
上
、
こ
れ
と
比
例
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
に
あ

り
ま
す
。
 

即
ち
、
新
浄
水
場
は
総
工
費

太
、大
O
O
万
円
で
、そ
の
他
昭

和
ニ
十
五
年
屋
に
建
設
さ
れ
た

下
平
井
町
水
源
池
の
工
事
費
八
 

O
。
乃
円
を
要
し
て
お
り
、
こ

の
ほ
と
ん
ど
が
起
債
に
よ
る
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
が
慣

墨
に
は
、
昭
和
五
十
年
度
ま
で

右
元
金
の
他
に
利
子
を
五
、
八

〇
O
万
円
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

又
新
浄
水
場
の
維
持
管
理
の
 

ぐ
 

目
 

が
切
迫
し
て
お
る
現
状
で
あ
り

ま
す
の
で
、
充
分
の
繰
入
金
も

望
め
ず
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
に

は
誠
に
ご
迷
惑
と
は
思
い
ま
す

が
、
完
全
給
水
と
同
時
に
水
道

料
金
の
改
正
も
や
む
を
得
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。
 

尚
、
完
全
給
水
に
な
る
と
市

街
地
に
お
い
て
は
、
消
防
施
散

の
完
備
と
相
挨
つ
て
、
火
災
保

険
の
掛
金
が
相
当
減
額
さ
れ
る

も
の
と
推
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

右
の
央
情
を
お
考
察
の
上
な

に
と
ぞ
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
 

《お
願
い
し
ま
す
。
 

日
気

を
つ
け
、
身
体
の
具
合
い
 

ー
の
悪
る
い
時
に
は
、
直
ち
に
医

師
の
診
断
を
受
け
、
病
気
に
か

か
ら
ぬ
よ
う
お
互
い
注
意
致
し

ま
し
よ
う
。
 

水
害

地
の
針
策
 

博
染
病

に
菖
全
 

十
七
日
よ
り
水
害
に
み
ま
わ

れ
た
旧
栄
地
区
猫
淵
及
び
松
島

地
区
の
被
害
状
況
が
軽
徴
と
認

め
ら
れ
る
の
で
、
物
品
、
金
員

の
援
助
は
な
さ
ず
、
減
水
后
の

家
屋
、
井
戸
等
を
完
全
に
消
毒

し
、
今
后
の
伝
染
病
発
生
に
万

全
の
対
策
を
構
ず
る
事
と
し
た

尚
、
侵
木
家
屋
は
左
の
通
り

◇
栄
 
地
 
区
 

猫
 
淵
 

一
三
戸

◇
松
島
地

区
 

水
野
尾
 

五
戸

米
 
田
 

三
戸
 

唐
笠
柳
 

三
戸

吹
 
畑
 

ニ
戸
 

成
田
町
誕
生
 

こ
の
た
び
、旧
五
所
川
原
町
 

の
五
柳
町
と
桜
木
町
（
通
称
更

生
街
）
 と
が
合
併
し
、
町
名
を
 

春
と

清
掃
 

街
を
清
潔

に
 

な
が
い
、
冬
ご
も
り
生
活
か

ら
開
放
さ
れ
、
待
望
の
春
が
や

つ
て
来
ま
し
た
。
 

雪
が
消
え
た
あ
と
の
家
の
ま

わ
り
は
、
ど
こ
で
も
大
変
汚
な

く
な
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
早

速
か
た
づ
け
て
、
き
れ
い
な
街

に
致
し
ま
し
よ
う
。
 

水
 

給
 
パ
ム
管
住
ー
ウ
元
成
 

」
 

喜
び
が
四
四
戸
 

レ
 

、
か
ね
て
工
事
中
の
市
公
営
住

宅
四
四
戸
の
入
居
者

（
申
込
一

一
三
O
名
）
の
決
定
は
選
考
委
員

一
会
に
於
て
慎
重
審
議
の
上
決
定

一
され
四
月
か
ら
入
居
す
る
こ
と
 

博
染
病
に
注
意
 

季
候
の
変
り
目
に
多
く
発
生

す
る
伝
染
病
は
、
今
年
は
早
く

も
県
下
各
地
に
発
生
し
て
居
り

ま
す
が
、
特
に
大
鰐
町
の
腸
チ

フ
ス
、
田
名
部
町
の
赤
痢
が
万

延
の
徴
候
に
あ
り
、
編
下
予
防

に
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
居
り

ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
も
充
分
衛
生
 

奮

策
・
松
島

地
区
の
水
害
 

開
曾
中
の
市
議
曾
で

封
策
 

融
雪
と
天
候
不
順
に
依
り
、
旧
栄
地
区
猫
淵
は
旧
十
川
、
 

旧
松
島
地
区
水
野
尾
、
米
田
、
唐
笠
柳
、
吹
畑
は
松
野
木

川
及
び
阿
部
堰
の
氾
濫
に
よ
り
、
家
屋
の
浸
水
等
の
被
害

が
あ
り
こ
れ
が
対
策
樹
立
の
た
め
、
十
八
日
の
市
議
会
で

状
況
調
査
の
た
め
全
員
で
現
地
視
察
を
行
つ
て
協
議
し
左

の
方
針
を
決
定
し
た
。
 

築
地
匝
は
排
水
工
事

の
促
進
 

栄
地
区
は
旧
十
川
の
排
水
が
悪
い
た
め
年
‘
水
害
が
繰
返

さ
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和
一
一十
九
年
座
か
ら
排
水
ポ
ン
プ

据
付
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
末
だ
完
成
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
市
が
中
心
と
な
り
関
保
方
面
と
協
譲
し
三
十

一
年
度
中
に
是
非
と
も
竣
エ
す
る
よ
う
建
設
省
に
陳
情
す

る
こ
と
。
 

松
島

地
医
は
阿
部
堰
の
改
修
 

松
島
地
区
も
現
在
の
ま
・
で
は
、
毎
年
鵬
雪
期
に
増
水
す

る
の
で
、
阿
部
堰
の
改
修
を
し
な
け
れ
ば
こ
れ
を
解
決
出

来
な
い
の
で
こ
れ
も
関
係
各
省
に
極
力
働
き
か
け
、
こ
れ

が
早
期
実
現
を
計
る
こ
と
。
 

‘

く
＼
、

く

ー
 

瑠
麟

鱗
」

舞
護
難
及び

 

事
一
 
七
一
十
一年
度
の
住
宅
対
策
は
 

ニ
十
四
戸
 
尻
無
橋
附
近

工
 

公
営
住
宅
の
外
に
、
関
係
各
機
 
③
第

一
種
木
造
住
宅
 

篇
難
、
搬
一③
第」
」一覆
平井
一
 

戸 

籍 

の 

窓 

月 
中 

松
本
 
義
昭
 
義

信
 
三
男
 

沫
村
 
ユ
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成
田
町
と
し
ま
し
た
。
 

o
よ
ろ
こ
び
の
部
（
出
生
）
 

奥
田
良
二
氏

の
 
木
加
鯖
川
原
兼
男
長
男
 

血
且
正
ず
刊

立
日
 
嶋
口
 

裕
康
 

慶
治
 
長
男
 

．「
‘
 '
 ；
一．
二
J
 
山
口
 
恒
子
 
武

美
 
長
女

昭
和
十
三
年
入
営
以
来
、
各
 
成
田
 
照
子
 

勇
三
 
長
女

地
に
転
戦
、
昭
和
二
十
年
八
月
 
辻
 
正
 
弘
 

一
郎
 
長
男

十
五
日
満
洲
国
牡
丹
江
に
於
て
 
田
中
か
ほ
る
 

其

一
 
長
女

戦
死
せ
ら
れ
た
、
市
内
飯
詰
出
 
浅
川
 

知
 
進
 
一

一
男

身
、
故
陸
軍
曹
畏
奥
田
良
二
氏
 
秋
庭
 
克
E
 
勇
太
郎
長
男

の
遣
骨
が
十
四
日
到
着
、
葬
式
 
朴
 

敬

子
 
基

龍
 
大
女

は
十
大
日
自
宅
に
於
て
、
外
崎
 
成
田
ひ
と
み
 

治
哉
 
長
女

市
長
（
代
理
）
初
め
関
係
者
多
 
山
川
 
富
子
 
金

夫
 
一
一女

数
参
列
の
上
お
ご
そ
か
に
行
わ
 
浅
利
 
悦
子
 

清
 
長

女

れ
た
。
 

木
村
 
龍

一
‘
 
龍
蔵
 
長
男
 

談
護
L

無
」
 

い
よ
I、
、
火
災
季
節
に
入
 
鼻
池
 
裕子

り
ま
し
た
o
一
寸
の
油
断
か
ら
 
血
「
公

博
 

一
難
難W
蘇

「
「
 

報
 

広
 

市
 

原
 

所
 

五
 



伸び行く市立病完 
現在乃市立病売ま、昭和二十七年十ー月開完、翌＝十八

年．入院室三十七末曽築し唄調な歩みをつづけてきたが， 

当地方は結該憲者が多く，これが寮養施投り‘各方面から要 

	

望されて 	 ”車＝ 

	

いる現状 	 勤＝百四 

	

なので、 	 十五坪， 

	

外崎市長 	 病床四o 

	

‘ま関係力 	 床の完全 

	

面と折西 	 給食設備 

	

し、遂に 	 を完備し 

	

これを実 	 た，近代 

	

、現，目下 	 的なもの 

	

エ事を進 	 である o 

	

いでいる 	 尚、最 

	

この結 	 近の病院 

	

一核病棟は 	 の外来及 

	

昨年十二 	 び入院息 

	

月予算九 	 者数は左 

	

百＝十四 	 の通り‘ 

	

万円で着 	 （本院分） 

勤＝百四

十五坪， 

病床四0 
床の完全

給食設備

を完備し

た，近代

的なもの

である o 
尚、最

近の病院

の外来及

び入院息

者数は左

の通り‘ 

（本院分） 

区 分 外 	来 ’入 	院 計 

内 科 127 24 1 b 1 

外 科 38 11 49 

婦人科 49 8 67 

計
  

214 43 257 

く

？
ノ
、
ノ

、
J
、
J
』
 

③ご協カをお頴い （完戎を急ぐ結核病線） 

今年度は更に、病床を増築する子定でありますが，これ

は、補助金，起債等もありますが‘主として自己資金によ

らなければならないので．皆さんの保険税は、とどこうり

なく納入してご協力下さい。 

農

商

振

興
策

の
樹

立
 

プ
 
昭

和
三
十
一
年
度
の
予
算
市
議
会
は
、
去
る
十
五
日
か
ら
開
会

グ
さ

れ
、
会
期
は
一
一
十
ニ
日
ま
で（
十大
、
七
、
八
、
」
十
一
日
休

プ
二
【
 
と
決
定
。
 

〈
 
外

崎
市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、

一
般
質
間
に
移

一
 
券
与
よ
り
そ
れ
‘
、
左
の
答
弁
が
あ
つ
た
。
 

一
般
質
問

要
旨

△
 

教
育
・
農
業

・土
木
に
重
点
 

て
は
、
旧
五
所
川
原
と
旧
村
と

の
間
に
相
当
な
ひ
ら
き
が
あ
る

が
、
固
定
資
産
税
の
評
価
価
格

は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
し
て

い
る
か
。
 

ニ
、
市
民
税
の
賦
課
基
準
に
つ

い
て
は
、
三
O
年
度
の
税
務
署

の
農
糞
所
得
の
額
は
前
年
度
に

比
し
、
相
当
噌
額
さ
れ
て
い
る
 

◇
 
欣

田
助
没
 

艮
業
振
興
費
は
ニ
。
。
万
円
 

増
加
し
て
あ
り
ま
す
。
 

当
市
の
昌
業
振
興
五
ゲ
年
計
 

◇
松

本
議

員
 

一
 
、
 

固
定

資
童

の
評

価
に

つ
い
 

商
工
科
設
置
に
つ
い
て
は
、
 

記
 

県
と
打
合
せ
を
し
て
実
現
し
た
 
一
、申
告
義
務
の
あ
る
人
 

い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。
 

・
 
り
昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
 

“け れ」 J 」 → J Jコ L 

積
り
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

一
、
 
す
。
 

お
考
え
を
お
た
づ
ね
し
ま
す
。
 
が
、
実
際
の
農
民
の
所
得
は
威

◇
 
外
崎
市

畏
 
少
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
基
 

労
働
施
投
費
に
り
い
て
は
 
準
に
斌
課
す
る
場
合
農
民
の
負

今
后
必
要
に
応
じ
て
、
迫
加
又
 
担
が
相
当
重
く
な
る
が
、
こ
の

土
姐
助
で
御
期
待
に
脈
い
た
い
 
点
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
る
か
 

と
思
い
ま
す
．
 

三
，
徴
税
事
務
は
遅
持
し
て
、
 

人
井
費
に
つ
い
て
は
、
現
 
色
・
手
落
ち
が
あ
る
よ
う
だ
が
 

在
の
職
員
定
数
」
九
り
名
を
三
 
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
 

十
一
年
度
は
ニ
八
n
名
に
減
員
 
四
、
謙
谷
、松
島
、長
僑
間
の
道
 

し
て
暑
り
ま
す
。
 

路
の
巾
A
が
非
常
に
央
い
の
で
 

」
、
雌
＋
力
西
『
目
，
用
り
に
』A
！
し
」」
わ
を
工
め
、
鯛
ケ
琶
中
げ

て
は
、
何
晦
考
え
て
居
り
ま
．
 
餓
詰
間
の
道
譜
を
具
道
こ
編
入

ん
。
市
の
発
展
を
期
す
る
に
は
 
し
て
整
網
す
る
考
え
は
な
い
か

！
市
民
と
共
に
自
カ
で
立
ち
あ
が
 
五
、
市
役
所
の
職
員
間
r
職
員

！
る
気
持
で
居
り
ま
す
か
ら
そ
の
 
組
合
を
結
成
さ
せ
、
主
心
し
て
 

．
 

ー
 

ー
 

 
‘
 

大
久

保
議

員
 

昭
和

三
十

年
度

の
予
 

．
算
を
 

一
節
約
 
て
黒
字
が
出
乙
と
の
こ
 

ー
と
で安
心
し
た
。
 

一
 昭
和
三
十
一
年
度
の
一
般
会

一
計子
算
が

一
億
大
千
力
円
に
圧

一
宿さ
れ
た
に
も
か
、
わ
ら
ず
、
 

道
略
費
及
び
産
業
経
併
費
の
増

頑
を
見
た
こ
と
は
、
井
常
に
よ

ろ
こ
ぱ
し
い
こ
と
で
高
る
が
，
 

更
に
労
働
施
投
費
を
噌
粗
す
る

意
志
は
な
い
か
。
 

市
費
の
大
き
い
の
は
、
人

件
費
で
あ
る
か
ら
、
叫
鵬
を
改

革
し
て
事
務
の
刷
新
を
計
る
意

志
は
な
い
か
。
 

市
の
発
展
を
期
r
る
た
め

に
は
、
農
村
振
興
及
び
商
工
業

の
発
襲
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
れ
が
対
醜
と
地
方

再
建
整
備
法
に
対
す
乙
市
長
の
 

J
 

+
 

一
 

n
 

画
は
約
六
億
円
と
な
つ
て
国
り

初
年
度
の
三
十
一
年
庭
は
一
偉

五
千
万
円
の
わ
く
が
出
て
暑
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る
国
及

び
県
の
わ
く
が
未
だ
決
定
さ
れ

て
暑
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
が

決
定
欠
第
こ
れ
に
応
じ
て
市
費

を
支
出
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
 

職
務
に
忠
実
に
働
く
よ
う
に
し

た
ら
ど
う
か
。
 

尺
、
公
営
住
宅
は
、
旧
五
所
川

原
に
集
中
し
な
い
で
、
部
落
の

方
に
も
分
散
さ
せ
た
ら
ど
う
か

◇
 
畏
尾
課

長
 

一
、
固
定
資
産
の
評
価
は
三
十

一
年
一
月
一
日
現
在
の
適
正
な

る
時
価
に
よ
る
指
示
価
格
の
線

に
副
う
て
決
定
し
、
自
然
増
の

若
干
の
額
は
見
込
ん
で
あ
る
も

税
総
額
に
於
て
は
現
年
度
と
大
 
 差

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

二
‘
市
民
税
は
昭
和
三
十
年
度

の
所
得
は
一一
十
九
年度
に
比
し

相
当
の
増
を
児
込
ま
れ
る
が
、
 

税
総
頑
に
於
て
は
現
年
度
と
略

女
同
額
と
し
ま
し
た
。
 

即
ち
他
市
と
の
均
折
を
図
り

税
率
を
若
干
上
げ
、
所
得
噌
に

よ
る
増
収
分
及
税
率
引
上
げ
に

よ
る
増
収
分
を
扶
費
控
除
狽
の

見
医
り
と
し
て
、
快
豊
者
の
多

い
一
般
所
得
者
の
税
刈
を
出
来

る
だ
け
低
く
し
て
題
税
の
適
正

を
図
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

三
、
徴
税
事
務
に
対
し
て
は
、
 

今
后
充
分
注
意
し
手
落
ち
の
な

い
よ
う
に
致
し
ま
す
。
 

◇
外
奇

市

長
 

四
、
鎌

谷
、
松
 

‘
、
長

橋
間
の

線
は
県

と
打
合
 

せ
て
計
画
を
進
め
て
居
り
、
三

好
方
面
の
道
路
の
巾
員
に
つ
い

て
も
目
下
計
画
を
進
め
て
居
り

ま
す
。
 

市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
 

予
算
の
許
し
範
囲
で
実
行
し
て

居
り
ま
す
が
、
何
せ
ん
予
算
が

少
な
い
の
で
、
部
落
民
が
自
発

的
に
お
金
を
出
し
合
つ
て
協
力

し
て
く
れ
て
い
る
所
も
あ
り
誠

に
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
 

尚
，
敷
島
町
の
舗
装
は
、
各

方
面
の
ご
協
力
を
得
て
早
急
に
 
 実

現
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

五
、
市
職
員
組
合
の
問
題
は
、
 

職
員
間
で
決
定
す
べ
き
も
の
で

市
長
が
こ
れ
に
介
入
す
べ
寺
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

現
在
は
互
助
会
等
を
つ
く
り

ス
‘

ー
ュ
に
行
つ
て
居
る
よ
う

で
す
。
 

外
崎

市
長

は
就

任
以
 

来
．
 

市
民
の
要
肇
に
こ
た
え
，
市
発

展
の
た
め
に
日
夜
努
カ
さ
n
て

い
る
こ
と
は
誠
に
感
謝
に
た
え

ま
せ
ん
。
 

三
十

一
年
度
の
予
算
は
、
各

方
面
と
も
圧
縮
さ
れ
て
い
る
が

食
料
費
が
多
過
ぎ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
こ
れ
を
き
り
つ
め
る

考
え
は
な
い
か
。
 

市
長
の
交
際
費
が
大
巾
に

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た

め
市
政
運
営
に
支
障
は
な
い
か
 

市
の
発
展
を
計
る
た
め
に

は
、
教
育
の
振
見
を
計
ら
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
の
見
地

か
ら
、
高
等
学
校
に
商
工
科
を

併
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。
 

市
民
の要
肇に
こ
たえ
野
鱗
麟
謎
鯛
監
誌
 

方
面
」
縮
」
難鶏
灘
難
 

一H
‘
・
ー
H
 
J『
．
J
ー
り
 
お
り
ます
。
 
 

六
、
公
営
住
宅
は
現
在
、
松
島

地
区
に
ー
ー
ケ
所
、栄
地
区
に

ー
 

ゲ
所
建
設
さ
れ
て
居
り
ま
す
J
 

目
下
建
設
省
と
打
合
せ
中
で

あ
り
ま
す
が
、
農
村
地
帯
に
集

団
住
宅
を
建
設
す
べ
く
計
画

を
進
め
て
居
り
ま
す
。
 

個
人
市
民
税
の
申
告
は
、
市

条
例
で
、
毎
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
左
記

事
項
に
充
分
ど
注
意
の
上
、
申

告
義
務
の
あ
る
人
は
必
ず
期
限
 

菖
軍
人

に
 

か
知
ら

せ
 

市
内
居
住
の
皆
さ
ん
の
中
で

現
在
恩
給
法
に
よ
る
、
増
加
恩

給
又
は
傷
病
年
金
、
賜
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
せ

ん
か
、
も
し
、
あ
り
ま
し
た
ら

恩
給
証
書
を
市
役
所
厚
生
課
に

提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
昨
年
八
月
十
日
法

律
で
、
俄
堪
病
者
等
の
日
本
国

有
鉄
道
無
賃
乗
車
等
に
関
す
る

法
律
が
、
本
年
四
月
一
日
よ
り

施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
無
賃
乗

車
証
の
交
け
方
を
申
請
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
お

忘
れ
な
く
手
続
を
し
て
下
さ
い

尚
、
現
在
傷
病
恩
給
請
求
中

の
人
は
、
裁
定
に
な
り
次
第
市

役
所
厚
生
課
で
手
続
を
致
し
ま
 

す
。
 

ま
で
に
洩
れ
な
く
申
告
し
て
下

さ
い
。
 

な
お
、
書
き
方
や
、
そ
の
他

で
判
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
電
話
等
に
て
税
務
課
市

民
税
係
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。
 
 

現
在
で
、
市
内
に
住
所
を
有
し

前
年

（
昭
和
三十
年
）
 に
お
い

て
所
得
の
あ
つ
た
人
。
 

こ
の
場
合
所
得
の
多
少
に
関

係
な
く
末
成
年
者
等
で
あ
つ
て

も
、
所
得
の
あ
つ
た
人
は
全
部

申
告
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い

が
、
昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日

現
在
で
、
市
内
に
事
務
所
、
事

業
所
又
は
家
屋
敷
を
有
し
て
い

る
人
。
 

例
へ
ぱ
、
弘
前
市
に
住
折
は

あ
る
が
当
市
内
に
店
舗
や
貸
家

又
は
貸
地
等
を
も
つ
て
い
る
よ

う
な
場
合
に
該
当
し
ま
す
。
 

一
、
記
載
す
る
と
き
は
申
告
書

裏
面
の
注
意
事
項
を
見
て
か
ら

書
い
て
下
さ
い
。
 

一
、
給
与
所
得
を
受
げ
て
い
る

人
は
必
ず
原
泉
徴
収
票
を
申
告

書
裏
面
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。
 

市
立
病
院
に
 

中
嶋
先

生
着
任

こ
の
た
び
、
市
立
病
院
の
産

婦
人
科
部
長
に
中
嶋
正
巳
先
生

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

先
生
は
、
今
別
町
の
出
身
で

昭
和
」
十
四
年
青
森
医
専
卒
業

二
＋
五
年
弘
前
医
科
大
学
産
婦

人
科
助
手
、
一
一
十
九
年
青森
通

信
病
院
産
婦
人
科
部
長
を
歴
任

さ
れ
た
敏
腕
家
で
あ
り
ま
す
。
 

◇
水
橘

四
月
管
理
作
業

の
要
鮎
 

一
、
四
月
上
旬
に
苗
代
耕
動
な
ど
作
業
早
目
に
行
つ
て
把
料
へ

元
肥
）
を
施
用
す
る
こ
と
賃
代
肥
料
の
施
肥
量
の
基
準
は
坪

当
り
室
幸
一
つ
ー
一
二
匁
昇
唆
八
匁
1

一
つ
匁
加
里

一
O
匁
 

ー

一
ニ
匁
で
あ
る
が
特
に
燐
酸
加
里
の
施
用
は
怠
ら
な
い
や

う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。
 

ニ
、
苗
D
達
全
な
生
育
を
促
す
た
め
、
防
風
設
備
と
温
水
設
備
 

三
誌
黒
要
農
離

を
整
地
し
催
芽
して
から
、早
め
 

に
圃
ま
き
す
る
こ
と
。
 

離

鮎
新
舞

総
競

欝
驚
姦

認
麟

ゆ

為
響

罷
轟
程
器

裂
驚
ジ

o
度
最適
三o
 

ー
三
瓦
度
。
 

ビ
」
ー
ル
保
護
苗
代
は
保
温
折
衷
苗
代
よ
り
七
ー

一
O
日
 

ビ
」
ー
ル
保
護
苗
代
は
播
横
後
十
日
位
か
ら
換
気
を
稀
ふ
 

大
、
番
庫
量
よ
次
刀
隈
，
で
丈
夫
な
苗
を
育
て
る
こ
と
。
 

瞥
曲
省
代
ョ
ー
五
ム
ロ
保
且
断衷
省
代
土
ニ
ー
三
ム
ロ
。
 

熊
鴇

誌

一
一
製
易
騒獣
凝
耀

鉛
雄
 

す
る
。
 

い
精
禦
露

竃
始
め
る堆
肥
の
施
用
と
と
もに
作業

◇
主

要

病
害
虫
 

風
園
い
の

設
置

（
保
温
）
 

一
、
園
子
肖
毒
の
実
施

（
催
芽
直前
左
記
の
い
づ
れ
か
ー
つ
を
 

実
施
す
る
）
 

1
、

淀
削
ル
に
ロ
ン
を
水
一
升
に
一
淀
 

の
創
合
で
容
し
八
時
間
浸
贋
水
洗
不

用
液
温
は
摂
氏
の
一
。
ー
一
五
度
と
 

叱
略）
轟
で
茅
「
輪
た叩
翼
燃

寒
噂
無
一

3謡
薫
（編
」「
操
」」
 

恥
散
晃
器
濃
壊
議
師
 

す
る
 

ー
、
落
水
の
出
来
る
地
帯
 

、
錬
難
嬬

譲
明
マ
敏
紹
 

」護
れ「
一

2

灘
難
難
競
 

」
殿
艶
麟
難

製
合
撤布
 

デ

リ
ス

削

を
撒
布

す

る
 

腰
数
驚

磐
議
認
麟
譲
器

獣
蟹
 

時
間
位
で
歯
水
す
る
 
（
最用
石
繊
一
匁
の
割
で
加
用
）
 

◇
大
麻

草
の
不
正
栽
培
 

防

止
 
に
 
つ
 
い
 て
 

大
床
栽
培
者
の
免
許
を
受
け
な
い
で
、
繊
維
あ
る
い
は
横
子
 

D
採
取
を
目
的
に
大
麻
草
の
栽
培
を
な
し
て
お
る
者
が
あ
り
、
 

昨
年
大
森
取
締
法
違
反
者
と
し
て
搬
挙
さ
れ
、
目
下
換
察
庁
に

お
い
て
取
調
中
の
も
の
が
発
生
す
る
と
い
う
遺
博
な
実
情
に
あ

り
ま
す
。
 

な
お
、
農
村
に
お
け
る
副
業
の
一
環
と
し
て
大
麻
草
を
栽
培
 

言
僚
い
詳
嘱
駿

裂
憂
難

間
合
せ
下
さいo
 

！市予算議会 

道

路

の
整
備
を
・

計
れ
 

商

工
科
の
設
置
を

望
む
 

◇
木
村

（
千
）
議
員
 
◇
外
崎

市
長
 

一
・
 
一
、食
料
費
は
色
々
な
関
係
も
 

外
崎
 
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
な
い
と
 

・

モ
 
思
い
ま
す
。
 

市
長
 
，
し
1．
『
 

」
禁
」
「
難
鯵
野
猛
 

O
つ
つ
 

。
つ
 

。
o
 

ー
」り
コ
」
、
見う
巨
仁
ユ
ュ
・
《
戸
《
、ー
ー
 



市
が
主

唱
し

各
地
区
が
主
体

と
な
つ
て
市

民
の

生
活
環

境
を
改
善
し

健
康
で

快
直

な
市
民

生
活
ド

管
め

る
よ
う
、
「
蚊
」
「
は
え
」
等
鵬
除
の

組
織

的
市
民

運
動
を
推
進
し
、

「
蚊
」
と
「は
え
」
 

の
い
な
い
住

み
よ
い
郷
士

五
所

川
原
市

の
建
設

を
は
か

る
。
 

責
施
方
針
 

D
、
こ
っ
運
助
は
、

昭
相
三

十

一
羊
度
か

ら

開
始
し
、
 昭
和
三

十
三

年
度
●

で
に

は
、
全

市
に

あ
ま
ね
く
普

及
‘

る
こ
と

ヒ
目
標
と
し

て
展
開
す
る

も
り
と
t

ろ
。
 

の
、

こ
。
運
動
ば
、

「
蚊

」
と
「
は
え
」
乃い
な

い
生
活
を
責
現
す
る
こ

と
に

上
つ
て
、
 市
民

生
活

を
向
上
さ
せ

よ
5
と
す
る

市
民
の
自
主

的
か

つ
持
縦
的
な
運
動

と
し

て
展
開
す

る
こ

と
を
基
調
と
す
る

も
の

で
あ
る
。
 

③
、
 こ
の
運
動
は
、

全
市

的
な
規
模

で
責
施

す
る
が
、
 そ
れ

ぞ
れ
の

特
殊
性

に
も
と
づ
い

て
、
そ
の
効
果
的
な
推

進
を
は
か
る

も
の
と

す
る
。
 

三
ケ
年
計
書
。

目
標
 

①
、

第
一
年
度
（
三

十

一
年
既
）
 

ー
、
全
地
区

g
封
象
と
す

る
も
、
奮
五
所

川
原
鵬
区
及
各

地
区
の

指
定

（
ー
ケ
所
）
 

を
重
点
的
に
責
施

す

る
。
 

②
、

第
二
年
度
（
三
十

二
年
度
）
 

ー
、
第

一
年
度
の
責

績
を
属

盤
と
し

て
、
 

優
良
地
区
の

紹
介
、

相
互
の
見

学
等

に
よ

り
そ
の
成
果

を
反
快
せ
し

め
つ
、
、
責
施

指
導
を
計

書
的
に

行
う
こ

と
に
よ
り

そ
の
 

、
普

及
を
は

か
る
。
 

2
、
第

二
年
目
に
お

け
る
鵬
除
徹

低
地
区

の
身
象
は

全
地
区
っ

田
％

を
目
標

に
す
る
 

3
、
計
喬
的
に
越
冬

昆
虫
り

脳
除

を
行
5
 

こ
と
に
よ
b
そ
の
効
率
的
連
管
を

は
か
る

③
、

第
三
年
度
 
‘
三
十
三
年
度
）
 

ー
、
第
二
年
目
ま
で

の
責
績
を
基

盤
と
し
 

て
そ
の
普

及
を
促
進
し
 

の
全
 

ー
ー
 J
、・
 

市
的

な
普
及
を
期
す
る
。
 

2
、
第
二
年

目
の
責
績
に
か
ん

が
み
、
特

別
の
事
情
に

よ
り
成
果
を
期
し

難
い

地
匿
 

、
に
つ
い
て
は
、

指
導

を
集
中
し
て

駅
除
の

徹
底

を
期
す

る
。
 

四
、
責
施

要
項
 

地
区
庄
民
の
自
主

的
な
組
織
活
動

を
基
盤
と

し
て
、
 保
健
所
の

指
導
の

も
と
に
数
育

機
開
そ

乃
也

の
閲

係
機

閲
お

ょ
び
崎
人

曾
、
青
年
圏

農
業
圏
本

等
の
民
間
眼
体
の
協

力
を
得
て
身

近
 

な
貸

生
原

を
取
り
除
く

な
ど
、

掛
掃
を
徹
底
し

便
所
、

下
水
溝
、
肥
叫

溜
、
畜
舎
、

推
肥
舎
な

ど
を
適
切

に
管
理
し
、
 

環
境
的
な
封

策
に
重
点

を
お

い
て
駆
除
の
徹
底

を
は
か

る
も
の
と
す
る
 

『
 
私

達
の
従

を
ぐ

来
の
考

え
方
 

原
・
フ
 
か
ら
す
れ
ば

川

よ
「
か

」
も
「
は

折

し
 

え
」
も
い
な

喧
‘
べ
 
い
街
は
、
 夢

い
げ
 

の
街
か

天
国
で
な
け
れ
ば

存
在
し

な

み
あ
 
い

ょ
5
に
思
わ
れ

て
い
た
が
、

責
際

住
り
 

は
 
「
はえ
」
 
の
王闘
と
ま

で
い
わ
れ

な

く
 
た
中

園
は
勿

論
、
我
が
国
内

で
も
こ

潔

つ
 
れ
を

完
全
に
な
し
と
げ
て
い

る
村
ゃ

情

ト
町
が

現
在
ニ

千
以
と

も
あ

る
の
で
す
 

【
 

「
か
」
 も
、
「
は
え
」
 も
い
な
い
清
潔

な
住
み

よ
い
街
、

こ
ん
な
五
所

川
原
市
が

出
来

上
つ
た
ら
、

私
達
市
民
の
生
活
は
ど

ん
な
に
楽

し

「
も
刀
ら
な

る
で
し

よ
5
。
 

市
で
は
、

今
年
度
か
ら
向

5
三
ケ
年
計
書
で

こ
の
 
「
か」
 も
 
「は
え
」
い
な
い
街

を
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
造
る
こ

と
に
な
b
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
完
全
に

仕
止
る
に

は
、
大
し

た
、
金
 

を
か
け
な
い

で
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
熱
意
を

も
つ
て

協
力
し

て
下

さ
る
だ
け
で
充
分
な
の

で

す
。
 

し
か
し

こ
の
目
的
達

成
ま

で
に
は
相
当
長
い

時
間
と

根
気
が

な
け
れ
ば

な
b
ま
せ
h
、
ま
た

全
市
一
戸
も

洩
な
く
こ

れ
に
参
加
し
、

責
行
す

る
の
で
な
け
れ
ば

成
功
し

ま
せ
ん
。

ど
5
か
名
 

“賢
と
も
に

立
派
な
清
潔

で
本
当
に

住
み

よ
い
五

所
川
原
市
が

で
き
あ
が

る
よ
5
、
市
民
の

皆
さ

ん
ご
協
カ
を
お

願
い
し

ま
す
。
 

一
、
皆
さ

ん
の
協

力
で
清
潔

な
街
を
 

五
所
川
原
市

を
清
潔

な
街
に
す
る

に
は
、
 市

民
一
人

残
ら

ず
、
力
を
あ

わ
せ
て
こ

の
仕
事
を

や
り
と
げ
ね
ば

な
b
ま
せ
ん
。
 

街
を
歩
く
と
、

果
物
の
皮
や
、

紙
く
ず
、

木
 

く
ず
、
 タ
パ
 コ
の
吸

い
が
ら
等
が
不
用
意
に
捨

ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、

ま
ず
こ

の
こ
と
か

ら
止

め
ま
し
よ
う
。
 

家
庭

の
内
外

の
毎
日
の
清
潔

も
そ
の
つ

も
b
 

で
や
b
、
こ
と
に
豪
所
の
流
し

か
ら
家
の

ま
わ
 

b
の
溝
ま
で
清

潔
に

い
た
し
ま
し

よ
5
。
 

実
 
施
 
地
 
城
 
五

九
 
一
一

八

実
施
し
な
い
地
城
 
一
、大
一
七
 
四
一
三
 

実
 
施
 
地
 
域
 

一
五
、ニ
 

七
、一一
 

実
施
し
な
い
地
域
 
九
大
、玉
 
一
一四
、大
 

以
上
の
こ

と
が
破
責

に
責
行
さ
れ
た
ら
、

こ

の
仕
事
の

六
割
は
成
功
し

た
こ
と
に
な
b
ま
す
 

「
か
」
 
「
はえ
」
等
の

衛
生
害
虫
の
駆
除
は
、
幼

虫
掛
策
を
主
と
し

て
責
施

い
た
し
ま
し
よ
5
。
 

ー
、
幼
虫
即
ち
 
「
か
」
 
の
ポ1
7
ラ
 
「
は
え
」
 

の
ウ
ジ
等
は
集
圏
的
に

生
存
し
、
駆
除
は
客
易

で
す
が
、
 巌
い
空
中

に
飛
び
だ

つ
た
成
虫
は

な
か

な
か
駆
除
が
困
難
で
す
、
 

2
、
幼
虫
の
棲
息

場
所

即
ち

憂
生
場
所
は
大
体

き
ま
つ
て
い

る
の
で
、
薬
剤
に

よ
ら
ず
、
物

理
的
あ

る
い
は
機
械
的
方
法
で
 
駆
除が
で
き

長
期
間
絶
滅
す
る
こ
と
が

で
●
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
か

ら
 
「
か
」
や

「
は
え
」
 を
な

く
し
清
潔
な
住
み

よ
い
街
を
つ

く
る
こ
と
は

決

つ
し
て
夢
で

は
あ

h
ま
せ
ん
。
 

市
民
の

】
人
一
人
が

「
こ
れ
等
の
登
生
ヴ
ポ

ド

コ
 
ロ」
を
知
つ

て
、
そ
の
気
で
や
れ
ば
「
か
 

」
 や
「

は
え
」
 は
必
ず
五
所
川
原
市
か
ら

な

く
す
る
こ

と
が

で
●
ま
す
。
 

…
断

生
上
 
か
 
ら
も
 

「
か
」
や
「
は
え
」
の
撲
滅
を
 

恐
る
べ
き
日
本

脳
炎

の
病
原
体
は
 
「
ア
カ
イ
 

」
力
」
 
や
 「
『
ガ
タ
ア
カ

イ
エ
カ
」
 
によ
つ
て

媒
介

さ
れ
る
と
い

わ
れ

て
お
b
ま
す
。
 

赤
痢
や

腸
チ
ブ

ス
と
 
「
は
え
」
の
開
係
に

つ

い
て
は
誰
で
も
知
つ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
「
か
 

」
 
や
「
は
え
」
 は
全
く
私

た
ち

の
惜
い
敵
で
あ
 

b
、
博
染
病
像
防
の

面
か

ら
も
全
滅
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
 

左
記
は

魔
島

懸
に
於
い

て
「
か
」
「
はえ
」
の
撲

滅
運
動

を
責
施
し

て

い
る
地
旺

と
賢
施
し

て
い

な
い

地
瓦
に

於
け

る
億
染
病
の

費
生
状
況
で
、
 

こ
の
表
を
見
て

も
わ
か

る
様
に
ど

う
し
て
も

「
 

か
」
や
「
は
え
」
 
を撲
滅
し

な
け
れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。
 

パ
ラ
チ
フ
ス
 日
本
脳
炎
 

計
 
摘

要
 

一
 
一
 

七
九
 

一
七
 

三
一
 

O
、五

 

O
、五

 

〇
、五
 

四
、七
 

「
、〇
 

一
、八
 

明

選

挙
 

ポ

ス
タ

ー
作

品
募
集
要
領
 

超
》
目
 尋
掌
は
生
活
と
大
切
な
損
係
があ
り
ま
す
。
よ
 

難
鷲
難

購
鴛
議

熱
謎
喚
 

繊
喫
護
灘
鷲
議
「
護「
 

さ
あ
君

も
僕
も
、
あ
な
た
も
わ
た
し

も
 

み
ん

な
で
腰

募
し

ま
し
よ
う
 

ニ
、
規
定
 

課
訟
綴

拶

緊

譲
議
員
選

議
）
蔵
憲

落
蹴

嘱
等
学
校

3、
碑
出
先
m
如
群
難
舞
居
住
地
の市
区町
村
 

如
群
難
舞
居
住
地
の市
区町
村

4、
色
彩と
形
状
四
色以
内
）
」眼
蒜
轟
畿
又
は
 

6
、
審
査
方
法
 
イ
、
第
一
審
査
（地
方
審
査
）
各
都道
府
 

鱗
饗
」
競

競
秒
帥
 

ロ
、謎
蔭
論

鱗
紗
讐

醜

輪
陰
に
送
付
され
た
もの
を
審
 

状

自
群

慮
譜

議
旗

議
（
賞芭
 

一
一
等
 
小
、
中
、
高
 
各
一
一
名
 

声

議
、
《
讐
飾
 

舞
難
」
 

一げ

m愚
《
一万
円
相
当
賞
品一
 

ニ等
畿
、警
鵬
凄
」
 

な
お
第
一
審
査
通過
作
品
に
対
して
は
連

合
会
よ
り賞
状
及
び入
選
記
念
品
を贈
る
 

7
、
発
 

表
 
四
月
下
旬
 

謂

繰

義

鯛
鯖
雲

繋
接

謀
務
局
に
提出
下
 

難

自
衛
官
の
募
集
 

議
瞬
 

四
月
十

六
日
ま
で
 

撫

襲

農
」
酔霧
散
鶴
蕊
麟
難
「
 

回
 
採
 
用
 
人
 員
 

一
一“
確
壮
 舶
 
九
、
詔
器
 

一
一等

空
士
 

約
 

ニ
〇
。名
 

導
窯

静
如
鵬
製競
整
製
慕
拙
 

③
三
眼舟
諭

編
月
十
大日
ま
でo
 

g
（
静
薫

臓
維

M躍
五
円切
手をそ
え
 

（
巴
 
，
 
，
 
叩
 
日
 

！
・‘
」
一
1
1
一l、
一I
、
 
・
 

一
一
J

？

ノ
！

ノ
ー
ー
！
 

コ
‘
 

一
か
と

は
え

を
撲
滅
し

よ
う
 一
 

原
・
フ
 

井
 
Lよ
 

折

し

伍

ま
 

い
げ
 

み
あ

住
り

な

く

潔

つ

情

ト
 

生
 

発
 
生
 数

人
口
十
万
対
 

臓
島
懸
に
お畑
F
喝
茅

‘
ら
舞
巌
鱗

＼
麟

状
況
 

一
 
一
 

一
 
一
 

」
、一
五七
 

一
ニ
八
、大
 

」
三
、九
 

九
三
 

昭和廿八年度 

o注
対
象
人口
は（
か
戸
叫
数
 

二
転
黙
騎
散
）
合
計
」6
大
o、八
八
九人
 

公 
1
、
～
ス
タ

ー
却
 

2
『
応
募
資
格
 

6
、
賞
 

病
喝
 
赤
 
痢
 
疫
 
「

）
“
引

川
 

区
 

分 

、
‘
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昭和 31 年 3 月 20 日 


